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衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
お
け
る
幹
部
公
務
員
制
度
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
五
に
つ
い
て

今
国
会
に
提
出
し
て
い
る
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
以
下
「
国
公
法
等
改
正
法
案
」
と
い
う
。
）

に
お
い
て
は
、
内
閣
官
房
長
官
が
幹
部
職
に
係
る
標
準
職
務
遂
行
能
力
の
有
無
を
適
格
性
審
査
に
お
い
て
判
定
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
人
事
評
価
に
関
す
る
書
類
、
職
務
履
歴
等
に
関
す
る
書
類
、
面
接
の
結
果
等
を
基
に
適
格
性

審
査
が
客
観
的
か
つ
公
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
民
間
有
識
者
等
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
審
査
の
具
体
的
な
仕
組
み
や
審
査

の
運
用
状
況
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
在
り
方
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

二
及
び
四
に
つ
い
て

適
格
性
審
査
の
事
務
は
内
閣
人
事
局
に
お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
具
体
的
な
審
査
事
務
の
体
制
に
つ
い
て
は
今

後
決
定
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
適
格
性
審
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
審
査
を
客
観
的
か
つ
公
正
に
行
う
こ
と
が
損
な

わ
れ
な
い
範
囲
で
、
審
査
の
効
率
的
な
実
施
に
努
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

一



御
指
摘
の
「
消
極
的
評
価
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
国
公
法
等
改
正
法
案
に
お
い
て
は
、

適
材
適
所
の
幹
部
職
員
人
事
を
柔
軟
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、国
家
行
政
組
織
法（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）

第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
務
次
官
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
官
職
、
同
法
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
局
長
及
び
こ

れ
に
準
ず
る
官
職
並
び
に
同
項
に
規
定
す
る
部
長
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
官
職
は
、
同
一
の
職
制
上
の
段
階
に
属
す
る
も
の
と

み
な
す
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
適
格
性
審
査
は
、
事
務
次
官
級
、
局
長
級
及
び
部
長
級
の
幹
部
職
に
共
通
の
標
準
職

務
遂
行
能
力
の
有
無
を
内
閣
官
房
長
官
が
判
定
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
と
な
る
。

六
に
つ
い
て

国
公
法
等
改
正
法
案
に
お
い
て
は
、
適
格
性
審
査
の
対
象
と
し
て
、
現
職
の
幹
部
職
員
の
ほ
か
、
現
職
の
幹
部
職
員
以
外

の
者
で
あ
っ
て
幹
部
職
の
職
責
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し
い
能
力
を
有
す
る
と
見
込
ま
れ
る
者
と
し
て
任
命
権
者
が
内
閣
総
理
大

臣
に
推
薦
し
た
者
、
幹
部
職
員
の
公
募
に
応
募
し
た
者
及
び
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
一
定
の
行
政
分
野
の
幹
部
職
に
就
く

こ
と
を
希
望
す
る
者
で
あ
っ
て
当
該
一
定
の
行
政
分
野
に
お
け
る
職
務
の
遂
行
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
要
件
と
し
て
内
閣

総
理
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
満
た
す
者
を
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
採
用
年
次
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
能
力
と

意
欲
の
あ
る
多
様
な
人
材
の
登
用
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
仕
組
み
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二



七
に
つ
い
て

内
閣
が
幹
部
職
員
人
事
の
一
元
管
理
の
対
象
と
す
べ
き
職
員
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
制
度
改
革
基
本
法
（
平
成
二
十

年
法
律
第
六
十
八
号
。
以
下
「
基
本
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
地
方
支
分
部
局

等
の
職
員
を
含
ま
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
運
用
上
、
特
段
の
不
都
合
が
生
じ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

例
え
ば
、
お
尋
ね
の
「
審
議
官
か
ら
出
先
局
長
に
転
出
」
し
た
場
合
に
は
、
当
該
審
議
官
は
、
転
出
し
た
直
後
の
幹
部
候
補

者
名
簿
の
定
期
的
な
更
新
の
際
に
、
六
に
つ
い
て
で
述
べ
た
適
格
性
審
査
の
対
象
と
し
て
現
職
の
幹
部
職
員
に
は
該
当
し
な

く
な
る
が
、
幹
部
職
の
職
責
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し
い
能
力
を
有
す
る
と
見
込
ま
れ
る
者
と
し
て
任
命
権
者
が
内
閣
総
理
大
臣

に
推
薦
し
た
者
等
に
該
当
す
る
と
き
は
適
格
性
審
査
の
対
象
と
な
り
、
こ
れ
に
合
格
す
れ
ば
引
き
続
き
幹
部
候
補
者
名
簿
に

記
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

八
に
つ
い
て

幹
部
職
に
つ
い
て
は
、
組
織
法
令
に
よ
っ
て
所
掌
事
務
や
職
務
が
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
公
法
等
改
正

法
案
に
お
い
て
は
幹
部
職
の
職
務
明
細
書
に
関
す
る
規
定
を
設
け
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
運
用
上
、
必
要
が
あ

れ
ば
詳
細
に
職
務
内
容
等
を
記
し
た
文
書
を
作
成
す
る
こ
と
は
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
上
妨

三



げ
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
適
格
性
審
査
に
必
要
な
人
事
評
価
や
職
務
履
歴
等
の
人
事
情
報
に
つ
い
て
は
、
運
用
上
、
内
閣
総
理
大
臣
が
各
府

省
に
提
出
を
要
請
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
公
法
等
改
正
法
案
に
規
定
す
る
こ
と
は
必
要
な
い
と
判
断
し
た
も

の
で
あ
る
。
な
お
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
適
格
性
審
査
に
必
要
な
人
事
評
価
や
職
務
履
歴
等
の
人
事
情
報
の
提
出
を
各
府
省

に
要
請
し
た
場
合
に
、
当
該
要
請
に
応
じ
て
各
府
省
が
内
閣
人
事
局
に
人
事
情
報
を
提
出
す
る
こ
と
は
、
行
政
機
関
の
保
有

す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
八
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
可
能
で

あ
る
。

九
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
公
募
の
具
体
的
な
規
模
や
公
募
に
適
す
る
職
と
し
て
想
定
さ
れ
る
例
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
ポ
ス
ト
の
性
格
等

を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
国
の
行
政
機
関

の
内
外
か
ら
、
多
様
か
つ
高
度
な
能
力
及
び
経
験
を
有
す
る
意
欲
の
あ
る
人
材
の
登
用
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

十
に
つ
い
て

四



国
公
法
等
改
正
法
案
に
お
い
て
は
、
国
の
行
政
機
関
の
内
外
か
ら
、
多
様
か
つ
高
度
な
能
力
及
び
経
験
を
有
す
る
意
欲
の

あ
る
人
材
を
、
適
材
適
所
で
登
用
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
、
幹
部
職
員
の
公
募
を
内
閣
人
事
局
が
一
元
的
に
行
う
た

め
の
仕
組
み
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
今
国
会
に
提
出
し
て
い
る
政
府
の
政
策
決
定
過
程
に
お
け
る
政

治
主
導
の
確
立
の
た
め
の
内
閣
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
お
い
て
は
、
政
務
に
関
し
内
閣
官
房
長
官
等
を
補
佐
す

る
内
閣
政
務
参
事
等
の
新
た
な
特
別
職
を
設
け
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
職
務
内
容
に
照
ら
し
、
内
閣
総
理
大
臣
が
適
切

な
人
選
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
は
独
自
の
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
両
立
さ
せ

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

十
一
に
つ
い
て

幹
部
候
補
育
成
課
程
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
幹
部
職
員
人
事
の
一
元
管
理
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
基
本
法
に
基
づ

く
公
務
員
制
度
の
抜
本
的
な
改
革
の
中
で
具
体
化
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
国
公
法
等
改
正
法
案
に
は
盛
り
込
ま
な
か
っ
た
も

の
で
あ
る
。

五


